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(57)【要約】
【課題】一時保留部を利用した入金処理を行いながら一
時保留部に収納可能な上限枚数を超える有価証券が投入
された場合でも入金処理を継続する。
【解決手段】有価証券から画像を生成するセンサ部と、
センサ部によって生成された画像から情報を読み取る読
取処理部と、入金処理を終えた有価証券を収納する収納
部と、収納指示がなされるまでの間、有価証券を一時的
に収納する一時保留部と、一時保留部に関する情報を報
知するための表示部と、一時保留部に収納済みの有価証
券の枚数が予め設定された上限枚数に達して一時保留部
に収納されるべき有価証券を収納できなくなったことを
受けて収納指示がなされた場合には、一時保留部に収納
済みの有価証券を収納部へ搬送して途中収納すると共に
収納できなかった有価証券を一時保留部へ収納して入金
処理を継続する制御を行う制御部とによって有価証券入
金装置を構成する。
【選択図】　図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入金される有価証券が投入される投入口と、
　前記投入口に投入された前記有価証券を搬送する搬送部と、
　前記搬送部によって搬送される前記有価証券から画像を生成するセンサ部と、
　前記センサ部によって生成された有価証券画像から有価証券情報を読み取る読取処理部
と、
　入金処理を終えた前記有価証券を収納する収納部と、
　前記有価証券を前記収納部へ収納する収納指示がなされるまでの間、前記有価証券を一
時的に収納する一時保留部と、
　前記一時保留部に収納済みの前記有価証券の枚数が予め設定された上限枚数に達して前
記一時保留部に収納されるべき前記有価証券を収納できなくなったことを受けて前記収納
指示がなされた場合には、前記一時保留部に収納済みの前記有価証券を前記収納部へ搬送
して途中収納すると共に収納できなかった前記有価証券を前記一時保留部へ収納して前記
入金処理を継続する制御を行う制御部と
　を備えたことを特徴とする有価証券入金装置。
【請求項２】
　前記制御部は、前記一時保留部に収納済みの前記有価証券が、予め設定された途中収納
判定条件を満たす場合にのみ、前記一時保留部に収納済みの前記有価証券を前記収納部へ
途中収納することを特徴とする請求項１に記載の有価証券入金装置。
【請求項３】
　前記途中収納判定条件は、少なくとも、前記有価証券画像に含まれる金額又は交換所番
号又は金融機関番号のいずれか一つの情報が正常に読み取られたことを条件とすることを
特徴とする請求項２に記載の有価証券入金装置。
【請求項４】
　前記読取処理部によって前記有価証券から読み取られた情報を保存するための記憶部
をさらに備え、
　前記制御部は、前記一時保留部に収納済みの前記有価証券を前記収納部へ途中収納した
場合には、途中収納した前記有価証券に対応する前記記憶部に保存済みの前記情報と、途
中収納後に処理された前記有価証券から読み取られた情報とを区別可能に保存することを
特徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載の有価証券入金装置。
【請求項５】
　前記入金処理を終える前に前記一時保留部に収納済みの前記有価証券を前記収納部へ途
中収納する収納指示を行うための収納ボタンを含む操作部と、
　前記一時保留部に関する情報を報知するための表示部と
をさらに備え、
　前記制御部は、前記途中収納判定条件を満たさない情報がある場合には、この情報と該
情報を読み取った前記有価証券画像とを前記表示部に表示して、前記操作部による操作に
基づいて前記情報を修正することを特徴とする請求項２～４のいずれか１項に記載の有価
証券入金装置。
【請求項６】
　前記制御部は、前記記憶部に記憶された前記情報に基づいて、前記収納部に途中収納さ
れた前記有価証券の枚数又は金額に関する情報を、前記表示部に、途中収納後に処理され
た前記有価証券に関する情報と区別可能に表示することを特徴とする請求項４に記載の有
価証券入金装置。
【請求項７】
　前記制御部は、前記有価証券から読み取られた情報を前記有価証券の処理担当者を識別
する識別情報と関連付けて前記記憶部に記憶することを特徴とする請求項４又は６に記載
の有価証券入金装置。
【請求項８】
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　投入口に投入された有価証券から画像を生成する画像生成ステップと、
　前記画像生成ステップにより生成された有価証券画像から情報を読み取る情報読取ステ
ップと、
　前記有価証券を収納部へ収納する収納指示がなされるまでの間、前記有価証券を一時保
留部に一時的に収納する一時収納ステップと、
　前記一時保留部に収納済みの前記有価証券の枚数が予め設定された上限枚数に達したか
否かを判定する判定ステップと、
　前記判定ステップにより前記一時保留部に収納された前記有価証券の枚数が前記上限枚
数に達したと判定されたことを受けて途中収納指示がなされた場合に、前記一時保留部に
収納済みの前記有価証券を前記収納部へ搬送して途中収納する途中収納ステップと、
　前記途中収納ステップにより前記一時保留部へ前記有価証券を収納可能な状態になった
後に前記投入口に投入された前記有価証券の処理を再開して処理を継続する継続処理ステ
ップと
　を含んだことを特徴とする有価証券入金方法。
【請求項９】
　前記途中収納ステップは、
　前記情報読取ステップにより前記一時保留部に収納済みの前記有価証券に関する情報が
正常に読み取られたか否かを判定する判定ステップ
　を含み、
　前記判定ステップで前記情報が正常に読み取られたと判定された場合にのみ前記一時保
留部に収納済みの前記有価証券を前記収納部へ途中収納することを特徴とする請求項８に
記載の有価証券入金方法。
【請求項１０】
　前記途中収納ステップは、
　前記判定ステップで前記情報が正常に読み取られていないと判定された場合に、前記情
報を修正する情報修正ステップ
　をさらに含み、
　前記情報修正ステップによって前記情報が修正された後に前記一時保留部に収納済みの
前記有価証券を前記収納部へ途中収納することを特徴とする請求項９に記載の有価証券入
金方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、小切手等の有価証券による入金を受け付ける有価証券入金装置及び有価証
券入金方法に関し、特に、入金確定前の有価証券を一時的に収納する一時保留部を利用し
て入金処理を行う有価証券入金装置及び有価証券入金方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、銀行等の金融機関では、現金に加えて小切手等の有価証券による入金を受け付け
るための有価証券入金装置が利用されている。例えば、特許文献１には、金融機関の営業
時間終了後や休日に小切手による入金を受け付けるための自動取引装置が開示されている
。
【０００３】
　特許文献１によれば、装置を利用する顧客が入金口座を指定して小切手を投入すると、
小切手に記入された小切手金額、小切手に印字された小切手口座及び金融機関に関する情
報等が読み取られる。そして、小切手口座から指定された入金口座へ、小切手金額分を入
金する入金処理が行われる。小切手情報が読み取られた小切手は一時保留部に収納され、
入金処理が完了するまでの間一時保留部内に保持される。小切手金額が取引限度額を超え
ている場合等、入金処理を行うことができない場合には一時保留部に収納されていた小切
手は顧客に返却される。一方、入金処理が正常に完了した場合には、一時保留部に収納さ
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れていた小切手は、装置内部に設けられた収納部に収納される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平１０－２２２７２９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上記従来技術における装置においては、一般的に、一時保留部の収納枚
数を超える有価証券を受け付けることができないという問題がある。具体的には、一時保
留部では内部に収納できる上限枚数が定められているので、この上限枚数を超える有価証
券を有価証券入金装置に投入したい場合には、上限枚数を超えないように入金する有価証
券を複数回に分けて投入する必要がある。
【０００６】
　例えば、銀行内で行員によって利用される有価証券入金装置では、一時保留部の上限枚
数を超える大量の有価証券が処理される場合がある。有価証券入金装置の投入部に有価証
券を投入して処理を開始した後、一時保留部に収納された有価証券の枚数が上限枚数に達
したために途中で処理が中断されると、その後の処理に手間がかかっていた。
【０００７】
　具体的には、有価証券を処理している途中に一時保留部に収納された有価証券の枚数が
上限枚数に達した場合、入金処理を一旦キャンセルして一時保留部から返却された有価証
券を処理可能な枚数に分け、複数回に分けて入金処理を行わなければならなかった。
【０００８】
　そして、一処理として処理されるべき有価証券を複数回に分けて処理した場合には、入
金処理を一取引分として取り扱うための後処理が必要になっていた。
【０００９】
　本発明は、上述した従来技術による問題点を解消するためになされたものであり、一時
保留部の上限枚数を超える有価証券が投入された場合でも、入金処理を継続することがで
きる有価証券入金装置及び有価証券入金方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上述した課題を解決し、目的を達成するために、本発明は、有価証券入金装置であって
、入金される有価証券が投入される投入口と、前記投入口に投入された前記有価証券を搬
送する搬送部と、前記搬送部によって搬送される前記有価証券から画像を生成するセンサ
部と、前記センサ部によって生成された有価証券画像から有価証券情報を読み取る読取処
理部と、入金処理を終えた前記有価証券を収納する収納部と、前記有価証券を前記収納部
へ収納する収納指示がなされるまでの間、前記有価証券を一時的に収納する一時保留部と
、前記一時保留部に収納済みの前記有価証券の枚数が予め設定された上限枚数に達して前
記一時保留部に収納されるべき前記有価証券を収納できなくなったことを受けて前記収納
指示がなされた場合には、前記一時保留部に収納済みの前記有価証券を前記収納部へ搬送
して途中収納すると共に収納できなかった前記有価証券を前記一時保留部へ収納して前記
入金処理を継続する制御を行う制御部とを備えたことを特徴とする。
【００１１】
　また、本発明は、上記発明において、前記制御部は、前記一時保留部に収納済みの前記
有価証券が、予め設定された途中収納判定条件を満たす場合にのみ、前記一時保留部に収
納済みの前記有価証券を前記収納部へ途中収納することを特徴とする。
【００１２】
　また、本発明は、上記発明において、前記途中収納判定条件は、少なくとも、前記有価
証券画像に含まれる金額又は交換所番号又は金融機関番号のいずれか一つの情報が正常に
読み取られたことを条件とすることを特徴とする。
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【００１３】
　また、本発明は、上記発明において、前記読取処理部によって前記有価証券から読み取
られた情報を保存するための記憶部をさらに備え、前記制御部は、前記一時保留部に収納
済みの前記有価証券を前記収納部へ途中収納した場合には、途中収納した前記有価証券に
対応する前記記憶部に保存済みの前記情報と、途中収納後に処理された前記有価証券から
読み取られた情報とを区別可能に保存することを特徴とする。
【００１４】
　また、本発明は、上記発明において、前記入金処理を終える前に前記一時保留部に収納
済みの前記有価証券を前記収納部へ途中収納する収納指示を行うための収納ボタンを含む
操作部と、前記一時保留部に関する情報を報知するための表示部とをさらに備え、前記制
御部は、前記途中収納判定条件を満たさない情報がある場合には、この情報と該情報を読
み取った前記有価証券画像とを前記表示部に表示して、前記操作部による操作に基づいて
前記情報を修正することを特徴とする。
【００１５】
　また、本発明は、上記発明において、前記制御部は、前記記憶部に記憶された前記情報
に基づいて、前記収納部に途中収納された前記有価証券の枚数又は金額に関する情報を、
前記表示部に、途中収納後に処理された前記有価証券に関する情報と区別可能に表示する
ことを特徴とする。
【００１６】
　また、本発明は、上記発明において、前記制御部は、前記有価証券から読み取られた情
報を前記有価証券の処理担当者を識別する識別情報と関連付けて前記記憶部に記憶するこ
とを特徴とする。
【００１７】
　また、本発明は、有価証券入金方法であって、投入口に投入された有価証券から画像を
生成する画像生成ステップと、前記画像生成ステップにより生成された有価証券画像から
情報を読み取る情報読取ステップと、前記有価証券を前記収納部へ収納する収納指示がな
されるまでの間、前記有価証券を一時保留部に一時的に収納する一時収納ステップと、前
記一時保留部に収納済みの前記有価証券の枚数が予め設定された上限枚数に達したか否か
を判定する判定ステップと、前記判定ステップにより前記一時保留部に収納された前記有
価証券の枚数が前記上限枚数に達したと判定されたことを受けて途中収納指示がなされた
場合に、前記一時保留部に収納済みの前記有価証券を前記収納部へ搬送して途中収納する
途中収納ステップと、前記途中収納ステップにより前記一時保留部へ前記有価証券を収納
可能な状態になった後に前記投入口に投入された前記有価証券の処理を再開して処理を継
続する継続処理ステップとを含んだことを特徴とする。
【００１８】
　また、本発明は、上記発明において、前記途中収納ステップは、前記情報読取ステップ
により前記一時保留部に収納済みの前記有価証券に関する情報が正常に読み取られたか否
かを判定する判定ステップを含み、前記判定ステップで前記情報が正常に読み取られたと
判定された場合にのみ前記一時保留部に収納済みの前記有価証券を前記収納部へ途中収納
することを特徴とする。
【００１９】
　また、本発明は、上記発明において、前記途中収納ステップは、前記判定ステップで前
記情報が正常に読み取られていないと判定された場合に、前記情報を修正する情報修正ス
テップをさらに含み、前記情報修正ステップによって前記情報が修正された後に前記一時
保留部に収納済みの前記有価証券を前記収納部へ途中収納することを特徴とする。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明によれば、一時保留部に収納された有価証券の枚数が一時保留部に収納可能な上
限枚数に達した場合でも、一時保留部に収納済みの有価証券を収納部に途中収納すること
により有価証券の処理を停止せずに継続することができるので、一時保留部の収納上限枚
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数によらず効率よく有価証券を処理することができる。
【００２１】
　また、本発明によれば、有価証券の処理に問題が生ずる可能性があるか否かを判定する
ための途中収納判定条件を設定して、この条件を満たした場合にのみ途中収納を行うこと
としたので、途中収納した後に収納部に収納された有価証券を取り出さなければならなく
なるような事態を回避することができる。
【００２２】
　また、本発明によれば、途中収納判定条件として利用する有価証券情報を選択して設定
することができるので、装置の利用者の運用に応じた設定とすることができる。
【００２３】
　また、本発明によれば、有価証券情報が正常に読み取られていない可能性があるために
途中収納判定条件を満たさないと判定された場合でも、有価証券情報とこれに対応する有
価証券画像を表示部に表示して比較しながら有価証券情報を修正することができるので、
その後に有価証券の途中収納を行って有価証券の処理を継続することができる。
【００２４】
　また、本発明によれば、途中収納を行った有価証券に関する情報を他の有価証券情報に
関する情報と区別可能に保存するので、途中収納を行った後に継続される処理において、
途中収納された有価証券に関する情報を表示部に表示することができる。また、途中収納
を行った後に入金処理がキャンセルされた場合でも、途中収納された有価証券については
記憶部に保存された情報を利用することができるので、一時保留部に収納された有価証券
のみを返却して再処理を行って入金処理を完了することができる。
【００２５】
　また、本発明によれば、途中収納された有価証券に関する情報を有価証券の処理担当者
を識別する担当者ＩＤと関連づけて記憶するので、入金処理がキャンセルされた後、処理
が再開された場合に、誤って別の取り引きの情報として利用されることがない。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】図１は、本実施例に係る有価証券入金装置及び該有価証券入金装置が接続される
貨幣処理装置の外観構成例を示す斜視図である。
【図２】図２は、本実施例に係る有価証券入金装置の内部構成概略を示す図である。
【図３】図３は、本実施例に係る有価証券入金装置の構成概略を示すブロック図である。
【図４】図４は、有価証券画像の一例を示す図である。
【図５】図５は、有価証券画像から取得された情報の修正方法を説明する図である。
【図６】図６は、有価証券の入金処理の概要を示すフローチャートである。
【図７】図７は、途中収納が行われた後に入金処理がキャンセルされた場合の再処理の概
要を示すフローチャートである。
【図８】図８は、一時保留部に収納された有価証券枚数が上限枚数に達した場合に表示さ
れる画面の例を示す図である。
【図９】図９は、途中収納判定条件の例を示す図である。
【図１０】図１０は、途中収納判定条件の別の例を示す図である。
【図１１】図１１は、途中収納が行われた後に入金処理がキャンセルされ再処理が開始さ
れた場合の画面の例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２７】
　以下に添付図面を参照して、この発明に係る有価証券入金装置の好適な実施例を詳細に
説明する。有価証券入金装置の処理対象となる有価証券としては、例えば、法人小切手、
個人小切手、キャリアエンベロープ入り小切手等の特殊小切手、約束手形、為替手形、補
箋付き手形、キャリアエンベロープ入り手形等のような特殊手形が挙げられる。以下では
処理対象を小切手として、銀行内で大量の小切手及び現金の入金処理を行う場合を例に説
明する。
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【００２８】
　図１は、本実施例にかかる有価証券入金装置１０及び該有価証券入金装置１０が接続さ
れる貨幣処理装置３０の外観構成例を示す斜視図である。有価証券入金装置１０は、単体
での利用も可能であるが、図１に示すように貨幣処理装置３０と接続されることにより小
切手及び現金の両方を含む入金の処理が可能となる。このため、銀行等の金融機関では、
有価証券入金装置１０と貨幣処理装置３０とを接続して、大量の小切手及び現金の処理を
行う出納機として利用する場合もある。
【００２９】
　貨幣処理装置３０は、１００枚単位で結束された束紙幣を処理する束紙幣処理部３１及
びバラ紙幣を１枚ずつ処理するバラ紙幣処理部３２から成る紙幣処理装置３３と、５０枚
単位で包装された包装硬貨を出金処理する包装硬貨出金装置３４と、バラ硬貨を処理する
バラ硬貨処理装置３５とによって構成されている。貨幣処理装置３０については従来装置
を利用することができるので詳細な説明は省略する。
【００３０】
　図１に示すように、有価証券入金装置１０は、各種情報の表示及び入力を行うための操
作表示部１１と、受け付けた小切手から情報を読み取って収納する本体部１２とによって
構成されている。操作表示部１１は、例えば、液晶ディスプレイと、この液晶ディスプレ
イに表示される情報を確認しながら命令やデータの入力を行うためのキーボードを有して
いる。
【００３１】
　図２は、有価証券入金装置１０の本体部１２内部の構成概略を説明する図である。有価
証券入金装置１０の本体部１２は、小切手を投入するための投入口１３と、投入口１３か
ら本体部１２内に向けて１枚ずつ繰り出された小切手を各部へ搬送するための搬送部１４
と、搬送部１４によって搬送される小切手から小切手画像を生成するスキャナ等から成る
センサ部１５と、センサ部１５によって情報を読み取ることができなかった小切手等を返
却するための排出口１６と、入金処理が完了するまでの間一時的に小切手を収納するため
の一時保留部１７と、入金処理が完了した小切手を搬送部１４によって搬送して分類収納
するための収納部１８とを有している。
【００３２】
　図３は、有価証券入金装置１０の概略構成を説明するブロック図である。有価証券入金
装置１０は、図２に示した操作表示部１１、搬送部１４、センサ部１５、一時保留部１７
及び収納部１８に加えて、これらの動作を制御する制御部１９と、各種データを記憶する
ための記憶部２０と、貨幣処理装置３０等の外部装置との間で通信を行うための通信部２
１を有している。
【００３３】
　制御部１９は、センサ部１５によって小切手情報を読み取るための制御を行う読取処理
部１９Ａと、搬送部１４によって小切手を搬送するための制御を行う搬送制御部１９Ｂと
、一時保留部１７に収納された小切手を途中収納できるか否かを判定する途中収納条件判
定部１９Ｃと、小切手による入金金額の集計を行う集計処理部１９Ｄと、小切手から読み
取った小切手情報の確認及び修正を行うための小切手情報修正部１９Ｅとを有している。
【００３４】
　ここで、小切手の途中収納とは、小切手に関する入金処理が完了する前、すなわち入金
処理の途中で、一時保留部１７に収納された小切手を収納部１８へ搬送して収納する処理
を言う。本実施例に係る有価証券入金装置１０は、小切手の途中収納を行うことによって
、一時保留部１７に収納可能な上限枚数を超える小切手の入金処理を行うことができる点
を一つの特徴としている。途中収納を行う際の一時保留部１７の上限枚数は設定により変
更することができる。例えば、一時保留部１７がフル状態となる収納可能な最大枚数や、
ニアフル状態となる最大枚数に達する前の所定枚数を上限枚数として設定する。なお、途
中収納に係る詳細については後述する。
【００３５】
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　読取処理部１９Ａは、例えばスキャナを含むセンサ部１５を制御して、搬送部１４によ
って搬送される小切手をスキャンして小切手画像を生成する処理を行う。また、この小切
手画像の所定領域上でＯＣＲ技術を利用した文字認識を行って、小切手金額等の小切手情
報を読み取る処理を行う。
【００３６】
　図４に、センサ部１５及び読取処理部１９Ａによって生成される小切手画像１０１の例
を示す。読取処理部１９Ａは、このような小切手画像１０１を生成して、これを小切手関
連情報２０Ｂの一部として記憶部２０に保存する。また、読取処理部１９は、この小切手
画像１０１から、交換所整理番号等の交換所情報１０１ａ、金融機関番号や委託金融機関
番号等の金融機関情報１０１ｂ、小切手によって支払われる小切手金額１０１ｃ、振出人
の住所や名称等の振出人情報１０１ｄ、クリアバンド１０１ｅに印字された情報等を含む
小切手情報を読み取って、これを小切手関連情報２０Ｂの一部として記憶部２０に保存す
る。
【００３７】
　小切手のクリアバンド１０１ｅには、交換所番号、金融機関番号、口座番号等の情報が
予め印字されている。また、クリアバンド１０１ｅには、小切手による支払が行われた際
に、小切手を受け取った銀行によって小切手金額が印字される。クリアバンド１０１ｅへ
は、磁気インク文字によって行われる。
【００３８】
　読取処理部１９Ａは、さらに、小切手情報を正確に読み取ることができたか否かを判定
する処理を行う。具体的には、例えば、予め情報を読み取るよう設定された小切手画像１
０１上の所定領域で文字を認識できなかった場合には、文字認識が正常に行われなかった
、すなわち読取エラーがあったと判定する。その他の判定方法として、例えば、文字認識
結果に含まれる文字数や文字種が予め設定された内容と異なっている場合に読取エラーと
判定する。また、文字認識結果に含まれると予測される数字や文言を予め辞書登録してお
き、文字認識結果が辞書登録された数字や文言と一致しない場合に読取エラーと判定して
もよい。これらの判定結果は、小切手関連情報２０Ｂの一部として記憶部２０に保存され
、小切手情報修正部１９Ｅによって利用される。
【００３９】
　なお、読取処理部１９Ａによって行われる読取処理は、ＯＣＲを利用する態様に限られ
ない。例えば、センサ部１５がＭＩＣＲ（Ｍａｇｎｅｔｉｃ　Ｉｎｋ　Ｃｈａｒａｃｔｅ
ｒ　Ｒｅｃｏｇｎｉｔｉｏｎ）リーダを有し、読取処理部１９ＡがＭＩＣＲリーダによっ
てクリアバンド１０１ｅに印字された磁気インク文字を認識してもよい。
【００４０】
　搬送制御部１９Ｂは、搬送ベルト、ローラ、分岐爪等からなる搬送部１４を制御して、
投入口１３、センサ部１５、排出口１６、一時保留部１７及び収納部１８の間で小切手を
搬送する。
【００４１】
　途中収納条件判定部１９Ｃは、一時保留部１７に収納された小切手枚数が一時保留部１
７に収納可能な上限枚数に達したか否かを判定する処理と、一時保留部１７に収納された
小切手枚数が上限枚数に達したと判定した場合に一時保留部１７に収納された小切手を収
納部１８に途中収納できるか否かを判定する処理とを行う。
【００４２】
　集計処理部１９Ｄは、読取処理部１９Ａによって読み取られた情報から、有価証券入金
装置１０に受け付けた小切手の合計枚数と小切手金額の合計金額とを算出する集計処理を
行う。集計処理部１９Ｄで集計された小切手の枚数及び金額は、有価証券入金装置１０内
部で利用する他、有価証券入金装置１０に接続された貨幣処理装置３０や管理装置等の外
部装置に送信することもできる。また、集計処理部１９Ｄは、有価証券入金装置１０によ
って処理された紙幣や硬貨の金種や金額等に関する情報を、貨幣処理装置３０や管理装置
等の外部装置から受信して利用することもできる。
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【００４３】
　小切手情報修正部１９Ｅは、操作表示部１１による操作に基づいて、記憶部２０に記憶
された小切手関連情報２０Ｂを修正する処理を行う。小切手情報修正部１９Ｅは、記憶部
２０に保存された小切手関連情報２０Ｂを参照し、読取エラーを示す情報が保存されてい
るか否かを判定する。そして、読取エラーを示す情報が保存されていた場合には、図５に
示すように、読取エラーを示す小切手情報１１２と、この情報に対応する小切手画像１１
１とを操作表示部１１に表示する。操作表示部１１の画面上では、図５に示したように、
読取エラーと判定された文字認識結果１１４と、これに対応する小切手画像１１１上の文
字認識対象領域１１３とが、他の情報と区別可能に強調して表示される。有価証券入金装
置１０のユーザは、操作表示部１１に強調表示された表示を比較することによって誤認識
された部分を認識して修正する。小切手情報が修正されると、記憶部２０内の小切手関連
情報２０Ｂは修正された情報によって更新される。
【００４４】
　記憶部２０には、途中収納条件判定部１９Ｃによって小切手を途中収納できるか否かを
判定するために利用される途中収納判定条件２０Ａと、読取処理部１９Ａによって生成さ
れた小切手関連情報２０Ｂと、途中収納された小切手に関する小切手情報である途中収納
済小切手情報２０Ｃとが保存される。小切手関連情報２０Ｂには、小切手から生成された
小切手画像と、この小切手画像から文字認識された小切手情報とが含まれる。また、小切
手関連情報２０Ｂには、小切手情報に含まれる各情報が正常に読み取られたものであるか
否かを判定した判定結果、すなわち読取エラーを示す情報も含まれている。途中収納済小
切手関連情報２０Ｃは、一時保留部１７から収納部１８に途中収納された小切手に関する
小切手情報であり、切手関連情報２０Ｂと同様のデータを含んでいる。
【００４５】
　有価証券入金装置１０は、図２及び図３に示した構成部の他にも、小切手の裏書きを行
うためのエンドーサや、処理結果を印字するためのプリンタ等を有しているが、これらに
ついては説明を省略する。また、図２及び図３に示した各構成部についても従来の小切手
処理に関する動作及び機能の説明は省略する。これらの構成部やその機能及び動作につい
ては、例えば特開２００６－１５４９７３号公報に開示されている。
【００４６】
　次に、上記構成を有する有価証券入金装置１０によって行われる小切手による入金処理
を、図６及び図７を参照しながら説明する。図６は、本実施例に係る小切手による入金処
理全体の流れを示すフローチャートである。図７は、途中収納を行った後に一旦入金がキ
ャンセルされ、その後にキャンセルされた小切手に関する再入金処理が行われる場合の処
理の流れを示すフローチャートである。
【００４７】
　まず、図６を参照しながら小切手による入金処理の流れについて説明する。有価証券入
金装置１０では、小切手処理を開始する前に、まず小切手処理を行う担当者の担当者ＩＤ
（識別番号）が入力される（ステップＳ１）。小切手処理の担当者が、操作表示部１１を
操作して、担当者ＩＤを入力すると、これ以降の処理が担当者ＩＤと関連付けて行われる
。具体的には、小切手処理を行って得られた小切手画像や小切手情報が記憶部２０に保存
される際に担当者ＩＤと関連付けて保存されるので、保存された情報に誤りがあった場合
には、担当者ＩＤによって特定される担当者に処理内容を確認できるようになっている。
なお、担当者ＩＤの入力は、操作表示部１１を利用して入力する態様に限定されず、例え
ばカードリーダ等を利用する態様であっても構わない。担当者ＩＤが入力された後、続い
て、小切手処理が開始される。
【００４８】
　投入口１３に小切手の束が載置されると、小切手は１枚ずつ装置内に繰り出され、搬送
部１４によって搬送される間にセンサ部１５及び読取処理部１９Ａによって小切手画像１
０１が生成される（ステップＳ２）。生成された小切手画像は、小切手関連情報２０Ｂの
一部として記憶部２０に保存される。
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【００４９】
　続いて、読取処理部１９Ａが、小切手画像１０１の所定領域上でＯＣＲ処理を行って小
切手金額、交換所番号及び金融機関番号等の小切手情報を取得する（ステップＳ３）。取
得された小切手情報は、小切手関連情報２０Ｂの一部として記憶部２０に保存される。こ
のとき、読取処理部１９Ａは、文字認識が正常に行われたか否かを判定する。そして、読
取エラーの可能性がある場合には、これを示す情報を小切手関連情報２０Ｂの一部として
記憶部２０に保存する。また、集計処理部１９Ｄは、読取処理部１９Ａによって読み取ら
れた小切手金額を積算して小切手の合計金額を算出する。
【００５０】
　センサ部１５を通過した小切手は搬送部１４によって搬送されて一時保留部１７に収納
される（ステップＳ４）。小切手が一時保留部１７に収納されると、途中収納条件判定部
１９Ｃによって、一時保留部１７に収納された小切手の枚数が、予め設定された上限枚数
に達したか否かが判定される（ステップＳ５）。
【００５１】
　一時保留部１７に収納された小切手枚数が上限枚数に達していない場合には(ステップ
Ｓ５；Ｎｏ）、続いて、制御部１９によって、投入口１３に載置された小切手の全てが処
理されたか否かが判定される（ステップＳ６）。一時保留部１７に収納された小切手枚数
が上限枚数に達するまでの間は（ステップＳ５；Ｎｏ）、全ての小切手が処理されるまで
（ステップＳ６；Ｎｏ）、小切手画像の生成から小切手を一時保留部１７に収納するまで
の一連の処理が繰り返し行われる（ステップＳ２～Ｓ４）。
【００５２】
　一方、一時保留部１７へ収納された小切手の枚数が上限枚数に達した場合には（ステッ
プＳ５；Ｙｅｓ）、小切手を途中収納するための処理が開始される。
【００５３】
　まず、図８に示すように、一時保留部１７へ収納された小切手枚数が上限枚数に達した
ことを報知するための確認画面が操作表示部１１に表示される。小切手処理の担当者がこ
れを確認し、操作表示部１１に設けられた収納ボタンを操作して途中収納を承認すると、
続いて途中収納条件判定部１９Ｃによって、一時保留部１７内の小切手が途中収納判定条
件２０Ａを満たしているか否かが判定される(ステップＳ７）。
【００５４】
　ここで、途中収納判定条件２０Ａとは、一時保留部１７に収納された小切手を収納部１
８に途中収納可能であるか否かを判定するための条件である。小切手情報の中から選択さ
れた情報が正常に読み取られている場合には途中収納判定条件２０Ａを満たすと判定され
、読取エラーの可能性がある場合には条件を満たさないと判定される。
【００５５】
　一時保留部１７は、入金処理が確定するまでの間、小切手を一時的に収納するために利
用され、一時保留部１７内の小切手は入金処理が確定された後に収納部１８に収納される
。これに加えて本実施例に係る有価証券入金装置１０では、一時保留部１７の上限枚数を
超える小切手が処理されることになった場合にも、入金処理確定前であるにも拘わらず一
時保留部１７に収納された小切手が収納部１８に途中収納される。これにより、一時保留
部１７の利用が可能となり、小切手処理を継続することができる。
【００５６】
　しかし、一時保留部１７に収納された小切手の中に、小切手情報が正常に取得されてい
ない小切手が含まれる場合には、途中収納を行って小切手処理を継続しても最終的にエラ
ーが発生したり小切手処理がキャンセルされる可能性が高い。途中収納後に途中収納した
小切手に関する問題が発生することを回避するため、一時保留部１７に収納されている小
切手を収納部１８に途中収納するか否かを判定する途中収納判定条件２０Ａを設定し、こ
れを満たす場合にのみ途中収納が行われるようになっている。
【００５７】
　途中収納判定条件２０Ａは、予め操作表示部１１によって設定され、記憶部２０に保存
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されている。図９は、小切手途中収納判定条件２０Ａの設定例を示す図である。図９に示
したように、例えば、予め設定Ａ、設定Ｂ及び設定Ｃの３つの途中収納判定条件を設定し
ておき、この中から選択した条件を利用することができる。また、各設定条件として、小
切手金額、交換所番号、金融機関番号、金融機関支店番号、委託金融機関番号、委託金融
機関支店番号及びクリアバンドから読み取られる情報の中から、任意の情報を選択するこ
とができる。
【００５８】
　有価証券入金装置１０が設定Ａで利用される場合には、全ての情報が正常に文字認識さ
れたと判定されている場合、すなわち読取エラーが無い場合に、途中収納判定条件２０Ａ
を満たすと判定される。また、設定Ｂで利用さる場合には、小切手金額に読取エラーがあ
ると判定された場合でも、途中収納判定条件２０Ａを満たすと判定される。すなわち、設
定Ｂでは、小切手金額が読み取れなかった場合でも途中収納が行われることになる。
【００５９】
　例えば、小切手金額がプリンタによって印字されている場合には、容易に文字認識でき
ることから設定Ａによって判定を行い、小切手金額が手書きである場合には文字認識でき
ない可能性が高くなるので設定Ｂによって判定を行うというように、途中収納判定条件２
０Ａが使い分けられる。
【００６０】
　なお、途中収納判定条件２０Ａを利用した判定は、図９に示したように全ての小切手に
対して設定Ａ～Ｃから選択された１つの設定を適用する態様に限定されない。例えば、図
９に示した設定とは別に又はこの設定に加えて、図１０に示すように、小切手金額による
条件設定を行ってもよい。図１０に示した例では、小切手金額が１００万円を超える場合
に読取エラーがあると途中収納条件２０Ａを満たさないと判定され、小切手金額が小さく
なるにつれて条件が緩和されるように設定されている。このように、小切手金額によって
判定条件を使い分けてもよい。また、図示した判定条件は一例であって、本実施例がこれ
らに限定されるものではない。例えば、少なくとも、小切手金額又は交換所番号又は金融
機関番号のいずれか一つの情報が正常に読み取られたことを途中収納判定条件とすること
もできる。
【００６１】
　一時保留部１７に収納された小切手の枚数が上限枚数に達した場合に（図６ステップＳ
５；Ｙｅｓ）、一時保留部１７に収納された全ての小切手が途中収納判定条件２０Ａを満
たすと判定された場合には（ステップＳ７；Ｙｅｓ）、一時保留部１７の小切手が搬送部
１４によって搬送されて収納部１８に途中収納される（ステップＳ８）。
【００６２】
　一方、一時保留部１７に収納された小切手の中に途中収納判定条件２０Ａを満たさない
小切手がある場合には（ステップＳ７；Ｎｏ）、小切手情報修正部１９Ｅによって、小切
手情報を確認して修正する処理が行われる（ステップＳ９）。具体的には、図５を参照し
ながら説明したように、読取エラーの可能性がある小切手情報と、これに対応する小切手
画像とが操作表示部１１に表示され、両者を比較して小切手情報に誤りがあった場合には
操作表示部１１を操作して小切手情報が修正される。小切手情報が修正されると、記憶部
２０内の小切手情報が修正後の情報によって更新される。
【００６３】
　小切手情報が修正され、途中収納判定条件２０Ａを満たすと判定されると（図６ステッ
プＳ７；Ｙｅｓ）、一時保留部１７に収納された小切手が収納部１８に途中収納される（
ステップＳ８）。
【００６４】
　一時保留部１７に収納された小切手が収納部１８に途中収納された場合には、これらの
小切手について記憶部２０に保存されていた小切手関連情報２０Ｂは、途中収納済小切手
関連情報２０Ｃとして記憶部２０内で保持される。すなわち、途中収納後に小切手処理が
再開されて一時保留部１７に収納される小切手の小切手関連情報２０Ｂと、一時保留部１
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７から収納部１８に途中収納された小切手に関する小切手情報である途中収納済小切手関
連情報２０Ｃとが、記憶部２０内で区別して保存される。
【００６５】
　こうして、一時保留部１７に収納された小切手が収納部１８に途中収納されて、再び一
時保留部１７へ小切手を収納できる状態になると、投入口１３に残っている小切手の処理
が再開される（ステップＳ２～Ｓ６）。
【００６６】
　途中収納が行われた後の小切手処理では、操作表示部１１の画面上で、途中収納が行わ
れた後の処理であることを認識できるようになっている。具体的には、例えば図１１に示
すように、小切手を途中収納済みであることを示す情報１２１や、途中収納済み小切手に
関する情報１２２が操作表示部１１の画面上に表示される。この画面表示によって、現在
処理中の小切手の合計枚数及び合計金額と、これに含まれる途中収納済み小切手の枚数や
金額とを認識することができる。
【００６７】
　なお、有価証券入金装置１０では、管理装置や貨幣処理装置３０等の外部装置から情報
を受信して表示することもできる。具体的には、例えば、貨幣及び小切手による入金処理
を受け付けた場合に、入金伝票に記入された金額を管理装置から受信して、貨幣の計数結
果を貨幣処理装置３０から受信する。そして、図１１に示したように、入金伝票に記入さ
れた入金金額と、有価証券入金装置１０によって処理された小切手枚数及び小切手による
入金金額と、貨幣処理装置３０によって処理された紙幣及び硬貨による入金金額と、伝票
に記載された入金金額に対する小切手及び貨幣による入金金額との差額とを画面に表示す
ることができる。有価証券入金装置１０や貨幣処理装置３０による処理が進められるに従
って、これらの表示が更新される。
【００６８】
　こうして、投入口１３に載置された全ての小切手の小切手情報が取得されると（図６ス
テップＳ６；Ｙｅｓ）、制御部１９によって、読取処理部１９Ａによって読み取られた小
切手情報の中に読取エラーがあったか否かが判定される（ステップＳ１０）。
【００６９】
　そして、読取エラーの可能性があると判定された小切手情報がある場合には（ステップ
Ｓ１０；Ｎｏ）、小切手情報修正部１９Ｅにより小切手情報を確認して修正する処理が行
われる（ステップＳ１１）。具体的には、図５に示したように、読取エラーの可能性があ
る小切手情報と、これに対応する小切手画像とが操作表示部１１に表示され、両者を比較
して小切手情報に誤りがあった場合には操作表示部１１を操作して小切手情報が修正され
る。小切手情報が修正されると、記憶部２０内の小切手情報が修正後の情報によって更新
される。
【００７０】
　全ての小切手情報が正常に読み取れている場合又は読取エラーの可能性がある全ての小
切手情報の確認及び修正が行われた場合には、小切手情報に問題は無いと判定される（図
６ステップＳ１０；Ｙｅｓ）。
【００７１】
　次に、各小切手から読み取った小切手金額を集計した結果に問題が無いか否かが判定さ
れる（ステップＳ１２）。例えば、投入口１３に載置された小切手金額の合計金額が予め
分かっている場合には、この金額と、各小切手から読み取られた小切手金額に基づいて集
計処理部１９Ｄによって算出された合計金額とが一致するか否かが判定される。具体的に
は、入金伝票に記載された小切手による入金金額が操作表示部１１から入力され、小切手
処理が開始されると、全ての小切手から小切手金額を読み取って積算した合計金額と伝票
上の入金金額とが一致するか否かが判定される。
【００７２】
　また、例えば、図１１に示した例では、小切手及び貨幣による入金処理を受け付けた際
の伝票に記入された入金金額と、小切手及び貨幣による入金金額との差額が０（ゼロ）と
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なった場合に、集計結果に問題は無いと判定される。
【００７３】
　そして、集計処理結果に問題が無いと判定された場合には、一時保留部１７に収納され
た小切手が収納部１８へ収納される（図６ステップＳ１３）。これにより、一連の小切手
処理が完了する。
【００７４】
　小切手処理の途中で途中収納（ステップＳ８）がされている場合には、途中収納された
小切手に関する途中収納済小切手関連情報２０Ｃと、途中収納後に処理された小切手に関
する小切手関連情報２０Ｂとが記憶部２０内で区別して保存されている。集計処理結果に
問題がないと判定された後（ステップＳ１２；Ｙｅｓ）、途中収納済小切手関連情報２０
Ｃは小切手関連情報２０Ｂに統合され、途中収納分と途中収納後の全ての小切手、すなわ
ち一取引分の小切手に対応する小切手関連情報２０Ｂが生成される。
【００７５】
　小切手処理が完了すると、小切手枚数や小切手金額の合計金額等の情報が、有価証券入
金装置１０又は有価証券入金装置１０に接続された管理装置の備えるプリンタから印字さ
れたり、有価証券入金装置１０から管理装置又は貨幣処理装置３０に送信される。また、
同様に、記憶部２０に保存された小切手関連情報２０Ｂが、一取引分の小切手に関連する
情報として、管理装置又は貨幣処理装置３０に送信される場合もある。
【００７６】
　一方、集計処理結果に問題があると判定された場合には（ステップＳ１２；Ｎｏ）、小
切手による入金をキャンセルするキャンセル処理（ステップＳ１４）が行われる。キャン
セル処理が行われると、一時保留部１７に収納された小切手が排出口１６から返却される
（ステップＳ１５）。また、返却された小切手について記憶部２０に保存されていた小切
手画像や小切手金額等の小切手関連情報２０Ｂが消去され、小切手処理が完了する。この
とき、途中収納（ステップＳ８）がされている場合には、収納部１８に途中収納された小
切手に関する途中収納済小切手関連情報２０Ｃは消去されずに記憶部２０内で保持される
。また、収納部１８に収納された小切手も返却されず収納部１８内に保持される。
【００７７】
　小切手入金がキャンセルされると（ステップＳ１４）、有価証券入金装置１０の担当者
は、返却された小切手の枚数等を目視確認した後、再度、返却された小切手を投入口１３
に載置して小切手の入金処理を行う。
【００７８】
　図７は、再処理として行われる小切手入金処理の流れを示すフローチャートである。小
切手の再処理を行う場合には、まず担当者ＩＤの入力が求められる（ステップＳ２０）。
記憶部２０では、担当者ＩＤと関連付けてデータが保存されている。制御部１９は、操作
表示部１１から担当者ＩＤが入力されると、この担当者ＩＤと関連する途中収納済小切手
関連情報２０Ｃを検索する（ステップＳ２１）。
【００７９】
　そして、関連する途中収納済小切手関連情報２０Ｃが保存されている場合には、記憶部
２０からこれを読み出して、操作表示部１１に表示する（ステップＳ２２）。その後、図
１１に示すように、操作表示部１１に、途中収納済小切手の枚数や金額等の情報１２２を
表示しながら、再処理分の小切手の処理が開始される（ステップＳ２３）。これにより、
途中収納された小切手と再処理分の小切手を同じ一取引に含まれる小切手として処理を続
けることができる。
【００８０】
　一方、担当者ＩＤと関連する途中収納済小切手関連情報２０Ｃが保存されていない場合
には（ステップＳ２１；Ｎｏ）、通常通り小切手処理が開始される（ステップＳ２３）。
【００８１】
　この後の小切手処理は、図６を参照しながら説明した処理と同様であるため説明を省略
する。なお、小切手の再処理は、途中収納直後の段階からの処理として、図６ステップＳ
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８完了後のフローに従って処理が行われることになる。
【００８２】
　なお、操作表示部１１に設けられた収納ボタンを操作して途中収納を承認する例を説明
したが、本実施例がこれに限定されるものではなく、予め設定された途中収納条件を満た
している場合には自動的に収納部に途中収納される態様であってもよいし、例えば通信可
能に接続された現金処理機やホストサーバー等の外部装置から途中収納を承認する指示を
受信することによって途中収納される態様であっても構わない。
【００８３】
　上述してきたように、本実施例によれば、一時保留部１７に収納可能な上限枚数を超え
た小切手を処理する場合でも、一時保留部１７の小切手を収納部１８に途中収納すること
により、小切手処理を継続して行うことができる。このため、上限枚数を超えないように
小切手を複数回に分けて処理する必要がなく、一取引として処理する小切手枚数に制限が
なくなるので効率よく入金処理を行うことができる。
【００８４】
　また、途中収納可能な条件として途中収納判定条件を設け、条件を満たさず小切手から
読み取られた小切手情報に問題があると判定された場合には、これらの小切手情報を確認
した後に途中収納を行うこととしたので、途中収納後に問題が生じて収納部に途中収納さ
れた小切手を再度取り出して確認するという事態を極力回避することができる。また、途
中収納判定条件に利用する小切手情報を任意に選択することができるので、有価証券入金
装置１０の利用者の運用に合わせた条件設定を行うことができる。また、複数の途中収納
判定条件を設定可能とし、予め設定された複数条件の中から条件を選択して利用すること
ができるので、小切手の種類等に合わせた柔軟な対応が可能となる。
【００８５】
　また、途中収納された小切手に関する情報を記憶部２０に記憶して、入金処理がキャン
セルされた後、再処理が行われる場合にこれを利用することができるので、収納部１８に
収納済みの小切手を取り出すことなく再処理を行うことができる。
【００８６】
　記憶部２０では小切手情報が担当者ＩＤと関連付けて記憶され、担当者ＩＤが入力され
ると途中収納済小切手に関する情報が操作表示部１１に表示されるので、容易に再処理を
行うことができる。また、担当者ＩＤと関連付けることにより他の担当者が誤って途中収
納済小切手に関する情報を利用することを防止することができる。
【産業上の利用可能性】
【００８７】
　以上のように、本発明は、銀行等の金融機関において一時保留部を有する有価証券入金
装置を利用して大量の小切手を処理する場合に有用な技術である。
【符号の説明】
【００８８】
１０　有価証券入金装置
１１　操作表示部
１２　本体部
１３　投入口
１４　搬送部
１５　センサ部
１６　排出口
１７　一時保留部
１８　収納部
１９　制御部
１９Ａ　読取処理部
１９Ｂ　搬送制御部
１９Ｃ　途中収納条件判定部
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１９Ｄ　集計処理部
１９Ｅ　小切手情報修正部
２０　記憶部
２０Ａ　途中収納判定条件
２０Ｂ　小切手関連情報
２０Ｃ　途中収納済小切手関連情報
２１　通信部
３０　貨幣処理装置
１０１　小切手画像
１０１ａ　交換所情報
１０１ｂ　金融機関情報
１０１ｃ　小切手金額
１０１ｄ　振出人情報
１０１ｅ　クリアバンド

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】



(17) JP 2013-77207 A 2013.4.25
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【図９】

【図１０】

【図１１】
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